
越
前
打
刃
物
（
え
ち
ぜ
ん
う
ち
は
も
の
）

C
A
S
E
Ⅶ

地
域
団
体
商
標
カ
ー
ド
権
利
者
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

ぶ
ら
り

地
域
団
体
商
標
紀
行

権
利
者
：
越
前
打
刃
物
産
地
協
同
組
合
連
合
会

【
福
井
県
越
前
市
】

越
前
打
刃
物
の
特
徴

越
前
打
刃
物
の
特
徴
と
し
て
非
常
に
重
要
な
点
が
、

「
鍛
造
（
た
ん
ぞ
う
）
」
と
「
研
ぎ
」
の
技
術
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
。
「
鍛
造
」
と
は
鉄
な
ど
の
金
属
を
叩
い

て
圧
力
を
加
え
る
こ
と
で
強
度
を
高
め
、
成
型
す
る
手

法
で
あ
る
。
古
く
か
ら
刃
物
や
武
具
、
金
物
な
ど
の
製

造
技
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
鉄
を
た
た
く
こ
と

で
結
晶
が
細
か
く
な
り
、
粘
り
強
く
、
切
れ
味
の
あ
る

刃
物
と
な
る
。
「
研
ぎ
」
と
は
刃
物
を
砥
石
（
と
い

し
）
な
ど
で
こ
す
っ
て
よ
く
切
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
あ
る
。
「
研
ぎ
」
の
技
術
は
日
本
古
来
か
ら
あ
る
技

術
で
あ
り
、
刀
等
の
切
れ
味
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
技
術
を
生
か
し
、
越
前
打
刃
物
は
コ
ラ
ボ
商
品

も
製
作
し
て
い
る
。
三
重
県
の
伝
統
工
芸
品
の
型
紙
と

コ
ラ
ボ
し
た
小
刀
の
製
作
。
ま
た
、
京
都
の
美
容
学
校

で
美
容
師
で
も
髭
を
剃
れ
る
よ
う
に
と
の
要
望
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
越
前
打
刃
物
の
技
術
を
使
っ
た
カ
ミ
ソ

リ
も
製
作
し
た
と
い
う
。

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
物
を
作
る
の
が
真
の
技
術

で
あ
り
、
越
前
打
刃
物
の
職
人
に
は
、
臨
機
応
変
に
対

応
が
で
き
る
技
術
の
高
い
職
人
が
大
勢
い
る
。

越
前
打
刃
物
の
歴
史

「
越
前
打
刃
物
（
え
ち
ぜ
ん
う
ち
は
も
の
）
」
と
は
越

前
打
刃
物
協
同
組
合
が
２
０
０
７
年
に
権
利
取
得
し
た

地
域
団
体
商
標
で
あ
り
、
市
内
各
地
の
工
房
に
て
製
作

を
行
っ
て
い
る
。

越
前
打
刃
物
が
生
み
出
さ
れ
た
の
は
福
井
県
越
前
市
。

遡
る
こ
と
７
０
０
年
程
前
の
１
３
３
７
年
の
南
北
朝
時

代
。
京
都
か
ら
千
代
鶴
国
安
（
ち
よ
づ
る
く
に
や
す
）

と
呼
ば
れ
る
刀
匠
が
刀
剣
作
り
に
欠
か
せ
な
い
良
質
な

水
と
豊
富
な
鉄
の
産
地
を
求
め
、
越
前
国
（
現
越
前

市
）
に
や
っ
て
き
た
。
千
代
鶴
国
安
は
刀
剣
製
作
の
傍

ら
、
農
民
の
た
め
に
よ
く
切
れ
る
鎌
を
作
ろ
う
と
思
い

立
ち
、
鍛
冶
職
人
に
刀
鍛
冶
の
技
術
を
取
り
入
れ
た
鎌

の
製
造
方
法
を
伝
授
し
た
こ
と
が
、
越
前
鎌
の
始
ま
り

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
池
に
映
っ
た
三
日
月
が
鎌
の

形
に
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
越
前
鎌
は
三
日
月
鎌
と
も
よ

ば
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
に
越
前
打
刃
物
は
、
越
前
国
の
名
産
品
に

挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
な
か
で
も
越
前
鎌
は
全
国

一
の
生
産
量
を
誇
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
鎌
や
菜
切

包
丁
な
ど
も
生
活
の
道
具
と
し
て
盛
ん
に
製
造
さ
れ
、

定
評
と
な
っ
た
。

１
９
７
９
年
（
昭
和
５
４
年
）
に
は
越
前
打
刃
物
の

歴
史
と
技
術
が
高
く
評
価
さ
れ
、
刃
物
産
地
と
し
て
は

全
国
に
先
駆
け
て
「
伝
統
工
芸
品
」
第
一
号
に
指
定
さ

れ
た
。

７
０
０
年
の
時
を
経
て
鎌
、
菜
切
包
丁
、
ス
テ
ン
レ

ス
系
包
丁
な
ど
の
主
要
製
品
は
変
化
を
遂
げ
た
が
、
現

在
で
も
古
来
の
技
術
を
守
り
つ
つ
、
機
能
性
や
デ
ザ
イ

ン
を
追
求
し
、
国
内
外
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

越
前
打
刃
物
ブ
ラ
ン
ド
の
維
持
・
技
術
の
継
承

「
越
前
打
刃
物
」
の
ブ
ラ
ン
ド
維
持
へ
の
思
い
に
つ
い
て
、

事
務
局
長
で
あ
る
三
好

栄
さ
ん
に
伺
っ
た
。

『
現
在
、
越
前
打
刃
物
の
伝
統
工
芸
士
と
し
て
認
定
さ
れ
て

い
る
人
は
１
８
名
。
そ
の
う
ち
、
８
０
代
が
５
名
、
７
０
代

が
２
名
、
６
０
代
が
１
名
と
約
半
数
が
高
齢
者
で
あ
る
。
こ

の
ま
ま
後
継
者
を
育
成
し
な
け
れ
ば
今
後
、
越
前
打
刃
物
の

技
術
が
途
絶
え
て
し
ま
う
。
こ
の
技
術
を
後
世
に
伝
え
る
た

め
に
も
、
現
在
、
ベ
テ
ラ
ン
の
伝
統
工
芸
士
の
技
術
を
動
画

で
撮
影
し
、
若
い
伝
統
工
芸
士
に
も
技
術
を
継
承
で
き
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
後
継
者
を
育
成
す
る
こ
と

が
、
越
前
打
刃
物
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
必
要
不
可
欠

だ
。
』
と
の
こ
と
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
８
０
代
の
伝
統
工
芸
士
が
語
り
部
と

し
て
施
設
内
で
週
４
回
ほ
ど
、
観
光
客
に
越
前
打
刃
物
の
技

術
を
伝
承
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
こ
れ
も
技
術
を
世
に
残
し

て
い
く
た
め
の
立
派
な
技
術
継
承
で
あ
る
。

（
左
）
越
前
打
刃
物
の
匠
の
技
を
操
る

18

名
の
伝
統
工
芸
士

（
右
）
越
前
打
刃
物
の
技
術
で
製
作
さ
れ
た
包
丁

（
左
）
事
務
局
長
の
三
好
栄
さ
ん



地
域
団
体
商
標
を
取
得
し
て

２
０
０
７
年
に
「
越
前
打
刃
物
」
は
地
域
団
体
商
標

を
取
得
。
そ
の
後
、
ド
ラ
マ
の
料
理
シ
ー
ン
で
使
用
さ

れ
た
こ
と
で
越
前
打
刃
物
が
一
躍
有
名
に
な
る
等
、
多

方
面
で
越
前
打
刃
物
の
名
は
広
ま
っ
て
い
る
。
ま
た

「
世
界
の
ベ
ス
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
」
で
10

位
以
内
に
入

る
シ
ェ
フ
の
ほ
と
ん
ど
が
越
前
打
刃
物
を
使
用
し
て
い

る
と
い
う
。

地
域
団
体
商
標
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
、
全
国
か
ら
地

団
カ
ー
ド
に
つ
い
て
メ
ー
ル
や
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ

が
相
次
い
で
お
り
、
カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
た
２
０
２
２

年
末
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
１
５
０
件
ほ
ど
に
な
る
と

い
う
。
ま
た
、
地
元
の
新
聞
に
も
越
前
打
刃
物
の
地
域

団
体
商
標
カ
ー
ド
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
か
な

り
反
響
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
今
後
益
々
、
知
名
度
が

高
ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

今
後
の
展
望

現
在
、
組
合
で
は
「
千
代
鶴
国
安
越
前
定
住
７
０
０
年

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
越
前
打
刃
物
の
開
祖
で
あ
る
千
代
鶴
国
安
が
越
前
国

（
現
越
前
市
）
に
移
り
住
ん
で
か
ら
２
０
３
７
年
で
７
０

０
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る
こ
の
節
目
の
時
期
に
向
け
て
先

人
の
顕
彰
遺
産
を
「
郷
土
の
遺
産
」
と
し
て
、
更
に
文
化

芸
術
性
を
深
め
、
街
づ
く
り
や
観
光
に
生
か
し
、
越
前
市

の
文
化
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
あ

る
。
２
０
２
４
年
に
は
北
陸
新
幹
線
が
金
沢
～
敦
賀
ま
で

延
伸
さ
れ
、
ま
た
同
年
に
は
越
前
市
ゆ
か
り
の
紫
式
部
を

題
材
に
し
た
大
河
ド
ラ
マ
が
放
映
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
ま
す
ま
す
町
全
体
を
含
め
て
盛
り
上
が
り
を

み
せ
て
い
く
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

DATA

越前打刃物産地協同組合連合会

※詳細はHPを

ご確認ください。

http://www.hamononosato.c
om/

（記事作成元）
独立行政法人
工業所有権情報・研修館
（INPIT）
知財活用支援センター

［HP］

https://www.inpit.go.jp/index.html

越
前
打
刃
物
の
職
人
技

越
前
打
刃
物
な
ら
で
は
の
伝
統
技
法
で
あ
る
「
二
枚
広
げ

（
両
刃
包
丁
）
」
を
ベ
テ
ラ
ン
伝
統
工
芸
士
の
加
藤
弘
さ
ん

に
見
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
工
房
で
は
ベ
ル
ト
ハ

ン
マ
ー
の
音
が
ガ
ン
ガ
ン
と
響
き
、
炉
か
ら
出
る
熱
風
を
も

の
と
も
せ
ず
、
ベ
テ
ラ
ン
伝
統
工
芸
士
の
加
藤
弘
さ
ん
の

技
が
光
る
。
ベ
ル
ト
ハ
ン
マ
ー
を
慣
れ
た
手
つ
き
で
扱
い
、

鍛
造
と
向
き
合
う
そ
の
顔
は
、
職
人
そ
の
も
の
で
あ
る
。

二
枚
広
げ
と
は
刀
の
部
分
を
２
枚
に
重
ね
て
表
と
裏
か
ら

ベ
ル
ト
ハ
ン
マ
ー
で
打
ち
、
同
時
に
２
枚
を
手
早
く
薄
く
延

ば
す
技
法
。
２
枚
に
重
ね
る
こ
と
で
圧
縮
力
が
強
ま
り
、
ま

た
温
度
も
下
が
り
に
く
い
た
め
、
刀
の
表
面
の
板
む
ら
も
少

な
く
な
る
と
の
こ
と
。
ベ
テ
ラ
ン
の
伝
統
工
芸
士
だ
と
１
日

で
１
２
０
～
１
５
０
枚
の
二
枚
広
げ
を
行
う
よ
う
で
、
ま
さ

に
職
人
技
で
あ
る
。
そ
の
職
人
技
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
「
越

前
打
刃
物
」
の
技
術
の
高
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

（上）ベテラン伝統工芸士の加藤弘さん
出典：越前千代鶴の館ホームページ

http://www.hamononosato.com/craftsman/

（上）千代鶴国安越前定住７００年プロジェクト
（2022～2037）のポスター

出典：越前千代鶴の館ホームページ
（http://www.hamononosato.com/project/570/）

（右下）地団カード設置の様子
（越前千代鶴の館）

（
左
上
・
左
下
）
地
団
カ
ー
ド
「
越
前
打
刃
物
」

（右上）昇龍
この昇龍は昭和39年に打刃物を材
料に造られました。龍の鱗には
キャベツ切包丁を、爪には木鎌・
勝山鎌、龍頭には柳刃・出刃・蛸
引き・牛刀を、その他、斧・蔦・
竹蔦・根切り・鉈・刈込鋏・シ
ノ・杉皮剥きなど2,960丁の刃物が
使われています。平成20年に解体
修理を行っています。
（長さ2.56ｍ、高さ1.8ｍ）
実物は、JR武生駅構内に設置され
ています。

https://www.hamononosato.com/
https://www.hamononosato.com/
https://www.inpit.go.jp/index.html
https://www.inpit.go.jp/index.html
http://www.hamononosato.com/craftsman/
http://www.hamononosato.com/project/570/
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